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1. はじめに 
 17世紀の初頭、望遠鏡がオランダで発明さ

れた話は、大変有名で広く伝わっている。 

 2010年、その望遠鏡発明の全容を新たに詳

らかにした研究の集録、“The origins of the 

telescope”がオランダ王立芸術科学アカデミ

ーから発行された[1]。集録論文では、望遠鏡

発明の科学技術的な検証が行われ、発明者に

関する新事実が史料研究により判明した。こ

れらの新たな学説により、従来からの望遠鏡

発明説の概念が大きく変わった。 

 本稿では、上記の研究集録を基にして、科

学史に関心を持つ人だけでなく、天文学や望

遠鏡に興味ある方にも応えられるように、オ

ランダでの望遠鏡発明の全容を、なるべく詳

しく、また分かりやすい表現で紹介したい。 

 筆者は、世界天文年 2009 日本委員会の国

内企画、【ガリレオの望遠鏡・精密復元プロジ

ェクト】において、光学系（レンズ）の復元

製作を担当し、望遠鏡の性能を監修した[2]。 

 その先行研究は、フィレンツェのガリレオ

博物館に保存されている伝ガリレオ・ガリレ

イ作望遠鏡の光学系を 2001年より復元して、

実際の天体観測によってガリレオ著『星界の

報告』にある観測記録の検証を行い、ガリレ

オが製作した望遠鏡の性能を調査した[3]。 

 ガリレオは同書で、「望遠鏡はオランダ人が

発明した。」と記した[4]。現在広く伝わる発

明説は、オランダのレンズ職人が偶々二種類

のレンズを合わせたら望遠鏡が生まれた。発

明者は 1 ケ月以内に 3 人現れ、各人が特許を

申請したところ、最初に申請した記録から、

ハンス・リッペルハイが発明者になっている。 

 『天文教育』2008 年 1 月号の「望遠鏡 400

年 第 1 回」で、筆者は望遠鏡の発明につい

て著したが、ガリレオの望遠鏡を調査し復元

した経験から、ガリレオ製作の 1 年足らず前

の事なのに、これほど漠然とした望遠鏡発明

説に疑問を抱いた。ところが、折しも 2008

年にオランダで開催された『望遠鏡発明 400

周年記念』の事業や『世界天文年 2009』を機

に、望遠鏡発明の新研究が多数発表された。 

 とりわけ重要な研究は冒頭にあげた集録、

“The origins of the telescope”であろう。 

これは、科学史家、歴史学者、光学専門家な

どの第一線の研究者による、発明者論争、科

学と光学技術の発達、政治経済、地史、発明

者を支援した貴族やガリレオの望遠鏡等、望

遠鏡発明に関する 16 本の論文の集録である。 

 本稿では、同集録から発明者を取り上げた

数本の論文の要点をまとめて、次の 4 つの章

でオランダでの望遠鏡発明の全容を解説する。 

第 1 章 望遠鏡発明への道のりと発明者リッ

ペルハイの技術 

第 2 章 ハーグの宮殿での望遠鏡の実演披露 

第 3 章 強力な第二の発明者メチウス 

第 4 章 第三の発明者ヤンセンの正体 

 望遠鏡が誕生したのは近世に入り科学技術

が急成長した変革期だったので、発明に結び

つく出来事や歴史的背景も合わせて紹介する。 

 

2. 望遠鏡誕生への道のり 

 望遠鏡を発明したのは、オランダの小さな

港町ミデルブルフの眼鏡職人だった。なぜ、
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辺ぴな港町で、しかも一介の職人の手で望遠

鏡が誕生したのか、その道程をたどってみる。 

 

2.1 望遠鏡を生んだ小さな港町 

（1）オランダに伝わったルネサンス文化 

 オランダの南西部、ライン川やスヘルデ川

の大河が北海に注ぐ広大な入江に、堆積など

でいくつも島が生まれた。そのひとつ、ベル

ギーに近いワルヘレン島にミデルブルフがあ

る。現在では埋め立てを重ねて、島は運河を

挟んで大陸と繋がっている（図 1）。 

 

 

図 1 発明の舞台になったオランダの町 

 

 ミデルブルフの町は、高く聳える尖塔の教

会や中世のクラシックな街並みが今も残る閑

静な佇まいで、市街地を囲む運河は海岸に繋

がっている。ミデルブルフをはじめオランダ

の海沿いの町は、中世まで北海やバルト海で

の漁業や海運業を糧にしていた。 

 北海から吹きすさぶ風によって、オランダ

の風車は名物になったが、一方、その寒風の

荒れた海に漕ぎ出すオランダの船乗りには、

比類ない操船技術が培われた。14 世紀、見事

な航海技術によるオランダの成功を予言した

のは、大陸の向こう側のヴェネチア人だった。 

 このころからオランダ人は、ヴェネチアに

移住して進んだ商業を習った。そして、建築、

絵画、彫刻、銅版画をはじめ、最先端の技術

や芸術を学んだ。文化で遅れをとっていた中

世のオランダに、初めて本格的なルネサンス

の文化と先進の経済交流がもたらされた[5]。 

 

（2）最新ガラス工場の操業 

 16 世紀、ミデルブルフの目と鼻の先にある

アントワープは、アルプス以北で最大規模の

都市だった（図 1）。北海とスヘルデ川に臨む

アントワープは、地理的にヨーロッパの南北

を結ぶ位置にあるので、重要な貿易の拠点と

なった。ドイツ、フランス、ヴェネチア、ポ

ルトガルをはじめ、欧州各地から実業家や貿

易商が、新たな資源やマーケットと自由な経

済活動を求めて集積し、欧州最大級のコスモ

ポリタンの経済都市に成長した。 

 1561 年、10 数万人の大都市アントワープ

に、ネーデルランド地方（低い土地という意

味、現在のオランダ、ベルギー、ルクセンブ

ルグ）で初の本格的なガラス工場が操業開始

した。創業者は、北イタリアのブレシアから

やってきたヤコモ・パスキッテという男で、

アントワープの行政長官が彼に製造販売の独

占権を与えると、高級なガラス製品は本場イ

タリアより廉いので、たいそう人気を呼んだ

[6]。 

 ガラス作りの本家本元のヴェネチアでは、

巨万の富を稼ぎ出すガラス製法の機密が漏れ

ないように厳しく取り締まった。秘伝の漏洩

や逃亡者には、死罪や密偵による抹殺で臨ん

だ。それでも各国は、ヴェネチアのガラス職

人を引き抜いて技術を手に入れようとスパイ

を放った。ヴェネチア政府はこれを殲滅する

ために、隠密を潜伏させて迎え撃った。 
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 こうした攻防の中、何とか逃亡に成功した

者が出た。また、国外への移住が叶ったガラ

ス職人もあり、1550 年から 1615 年にかけて、

ヴェネチアの専売特許であるクリスタルガラ

ス（後述）の製法が、北西ヨーロッパに漏れ

てしまった。そして、ネーデルランド地方に、

ガラス工場がいくつか造られた。 

 そのころ、アントワープのガラス工場の繁

盛を羨んでいたのは、隣のミデルブルフの行

政長官だった。1581 年、長官はアントワープ

からガラス作りの親方ファン・デル・ハグを

招聘して、ミデルブルフに新工場を設立した。

行政当局は、ハグに対して免税や補助金をは

じめ徹底した支援の施策をとった。火災予防

のために、ガラスを生成する炉の工場用地を

郊外に提供した。さらに、レンブラントの名

画『夜警』で知られる巡回警備の義務を免除

し、ギルド（後述）という封建的な同業者組

合の厳格な規約まで除外した。 

 こうした振興策が見事に功を奏して、良質

で求め易いミデルブルフ製品は人気を集め、

ヨーロッパ本土はもとより、対岸のイギリス

にも輸出された。片やアントワープのガラス

製品は、独占販売が瓦解する憂き目にあった。 

 ところが、1585 年に大事件が起こった。オ

ランダの独立戦争（1568 年に勃発した八十年

戦争）で、要塞堅固を誇るアントワープがス

ペイン軍によって陥落し占領された。アント

ワープ市民の多くは新教徒だったので、スペ

イン軍はカトリックに改宗するか町からの追

放かを迫った。ミデルブルフでは、すぐにス

ヘルデ川に船団を出して避難者を救出した。

彼らはアントワープの奪回に望みを託し、ミ

デルブルフに身を寄せて戦況を見守った。 

 1570 年に 6000 人だったミデルブルフの人

口は、1600 年には避難者や移住者で 18000

人にまで膨れ上がった。小さな町には新しい

家々が所狭しと建ち並んだ。戦火を逃れた商

工業者や有識者によって、頓挫したアントワ

ープ経済の代役がミデルブルフに廻ってきた。 

 17 世紀に入ると、ゼーランド州都であるミ

デルブルフは、かつてない景気の隆盛に湧い

た。1602 年、莫大な利益を生むオランダ東イ

ンド会社が設立されると、ミデルブルフは、

その特許権をゼーランド会議所として取得し、

アムステルダムに次ぐ事業家となった。 

 1605 年、ガラス工場の創業者ハグが亡くな

った。だが運良く、ヴェネチアの吹きガラス

の名門の出身であるアントニオ・ミオットが、

工場を買収した。この工場の 1606 年の記録

を見ると、ヴェネチアやアントワープ出身の

ガラス職人が雇われ、他に女性や年少者が 60

人ほど働いており当時としては大規模だった。 

 オランダ経済は、海洋貿易による原材料の

輸入と技術や情報の獲得で、優れた製品を産

み急成長した。中でも高品質のミオットのガ

ラス製品は、欧州の最先端に躍り出た。僅か

20 年で経済とガラス技術が培われたミデル

ブルフは望遠鏡発明の基盤が整い、望遠鏡の

ゆりかごに相応しい都市へと変貌した。 

 

2.2 望遠鏡の発明者リッペルハイ 

（1）眼鏡師リッペルハイのプロフィール 

 この章の主人公ハンス・リッペルハイ

（1570-1619）を紹介する（図 2）。出身地

は、ミデルブルフから東へ 200 キロ以上離れ

たドイツ西部のライン川沿いの町ヴェセルだ

った。ミデルブルフに移り住んだリッペルハ

イが結婚したのは、20 代半ばの 1594 年のこ

とで、眼鏡職人の仕事に励み、1602 年には市

民権の取得とともに、ミデルブルフでは一番

早く眼鏡製作者として登録された。 

 中世からヨーロッパの商工業は、どの地域

もギルドという封建的な同業者組合が制して

いた。商工業の事業主になるには親方の資格

が必要で、使用人は職人や徒弟という厳しい

身分制度で縛られた。親方によって組織され

たギルドは、製品の材料や製造工程から販売
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の方法や価格、果ては使用人の数や帳簿まで

事細かな規制を同業者に課した。ギルドは、

抜け駆けが出ないように自由競争を排除して、

厳格な規制で既得権を守った。 

 一方、進歩的なオランダでは、手に職のあ

る移民をどんどん受け入れた。そして、新た

な技術に対しては、封建的なギルドの規約な

ど除外して、自由な特許出願によって発明者

に利益をもたらした。当時の「発明者」とは、

所在地（発明が行われた所在地、または特許

申請の所在地）が定かで、新たな技術の開発

であると立証された人を称した。そして「発

明」とは、アイデアを示すことよりも、優れ

た性能や実用的価値を指した。八十年戦争の

真っ最中だったが、近隣諸国の民衆にとって

オランダは魅力に溢れていた。 

 リッペルハイは、市街地の中心に近いカポ

エン通りに建つ新教会の正面に居を構えた。

そして、生業にした眼鏡レンズ作りには、ミ

オットの工場で製造したガラスを使った。 

 

 

図 2 望遠鏡の発明者ハンス・リッペルハイ 

 

（2）ヴェネチアゆずりのガラス技術 

 リッペルハイが望遠鏡に用いたガラスは、

ミオットのガラス工場製だった。また、その

望遠鏡はミオットの工場で作られたとの説も

ある。ミオットはヴェネチアングラスの名門

の出身だったので、参考に手本であったヴェ

ネチアのガラス技術の一端に触れてみる[7]。 

 ヴェネチアのガラス技術は、地中海から黒

海におよぶ貿易や、特に 13 世紀の十字軍遠

征でイスラムからの技術移入によって、非常

に高い芸術性を生み出した。そして 15 世紀

中ごろ、まるで天然水晶のような無色透明に

輝くクリスタルガラス（クリスタッロ）を、

初めて人工的に作ることに成功した。クリス

タルガラスは、忽ち上流貴族の垂涎の的とな

った。 

 ヴェネチアングラスの中でも、その頂点は

ヴェネチア本島に面したムラノ島で作られた

鏡とシャンデリアだった。16～17 世紀にわた

り、ヨーロッパ中の王室や大富豪を虜にした。

鏡の最高級品は、同じサイズのラファエロの

絵の 2～3 倍という高値で取引された。 

 鏡の製法は、鋳造法による板ガラスの技術

がまだなかったので、匠の技の極みだった。

職人はガラスを瓶状に吹くと、反対側からも

吹き竿でガラスを足して円筒の径を大きくし

ていった。そして円筒を縦に切り開いて延ば

し大きな平面を作った。形を整えた後、研磨

作業の工程に廻した。平面研磨は難しいが、

念入りに歪み取り除き精巧な平面に仕上げた。

大きな鏡はおよそ 1 メートル角まで作られた。 

 ヴェネチアのガラスの歴史には、有名な悲

話がある。1665 年、巨万の富を生んだヴェネ

チアの鏡に大事件が起きた。フランス王室は、

ヴェネチアのガラス製品の莫大な利益を長ら

く羨んでいた。何としてもガラス技術を盗も

うと、ムラノ島から 12 人のガラス職人を命

がけの逃亡で引き抜いた。同年、それらの職

人を集めて王立鏡面硝子工場が設立された。 

 1684 年、この工場で製造した 357 枚の鏡

を用いて、ヴェルサイユ宮殿の絢爛な『鏡の

間』が完成した。ヴェネチアの職人を引き抜
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く 陰 謀 を 企 ん だ の は 、 ル イ 十 四 世

（1638-1715）に仕えた財務大臣ジャン=バテ

ィスト・コルベール（1619-1683）だった。

王立鏡面硝子工場の設立後、さらにコルベー

ルはパリ天文台の建設を計画して、1671 年に

竣工した。 

 王立鏡面硝子工場は現在も続いて、世界的

ガラスメーカーのサンゴバン社になっている。

同社は、リッペルハイの発明から 300 年後の

1908 年に、米国ウイルソン山天文台の 2.5m

フッカー望遠鏡の主鏡材（鋳造ブランク）を

製造した。1917 年に完成した当時世界最大の

この望遠鏡で、エドウィン・ハッブルが系外

銀河の観測から膨張宇宙を発見したことは、

広く知られている。 

 さて本題に戻ると、17 世紀に入りアムステ

ルダムやロッテルダムは、新たにガラス工場

を造った。しかし、ミオットの優れたガラス

製品は、それらをまったく寄せつけなかった。

ミオットのおかげで、リッペルハイは望遠鏡

発明にとって恵まれた環境にいたようである。 

 

3. 発明当初の望遠鏡の記録 

 1608 年 9 月末、リッペルハイの望遠鏡は、

ハーグのマウリッツ宮殿で実演披露された。

その望遠鏡とはどのような物だったのだろう

か。また記録に残る初期の望遠鏡を解説する。 

 

3.1 リッペルハイを真似た望遠鏡の絵 

 残念ながらリッペルハイの望遠鏡の詳細

記録は残っていないようである。しかしリッ

ペルハイの物をそっくり真似た望遠鏡が絵画

の中に描かれたので紹介しよう。 

 望遠鏡の実演披露に参加した中に、スペイ

ン軍の司令官アンブロジオ・スピノラ将軍

（1569-1630）がいた。スピノラは、実演披

露の直前まで行われた八十年戦争の休戦交渉

の対戦相手だった。実演披露の後、ただちに

ブリュッセルに帰還したスピノラは、望遠鏡

の件を領主に報告すると、職人を捜してリッ

ペルハイの望遠鏡と瓜二つの物を作らせた。 

 翌年 3 月、領主のオーストリア大公アルブ

レヒト七世（1559-1621）は、賓客や近習と

ともにブリュッセルの郊外へ鷺狩りに出た際

に、完成した望遠鏡のテストを行った。その

光景が、画家ヤン・ブリューゲル（1568-1625）

によって描かれた（図 3）。因みにヤンの父

は、『バベルの塔』（1563）を描いた巨匠ピー

テル・ブリューゲル（1526/30-1569）である。 

 図 3 の絵で、右から 2 人目のアルブレヒト

大公は、望遠鏡を両手で持って遠景を覗いて

いる。描かれた望遠鏡の全長は、人の体格と

較べておよそ 40cm ほどだろうか。 

 ハーグでの望遠鏡の実演披露については、

第 2 章で詳しく紹介する。 

 

 

図 3 リッペルハイを模倣した望遠鏡を使う

オーストリア大公（右から 2 人目） 

望遠鏡を描いた部分を拡大トリミング。背景に

ベルギーのマリーモン城を描いている。 

 

3.2 初期の望遠鏡の構造 

 ハーグの宮殿で実演された望遠鏡発明の話

は、貴族の口伝や新聞報道によって欧州各地

に伝わった。数ヵ月後には、王侯貴族はもと

より庶民の間にも望遠鏡が出回った。1609

年初頭、フランス北東部のスダン公国の職人

がオランダの物を真似た。2 月には、ハーグ

からフランス国王へ 2 台の望遠鏡が贈られた。

5 月になると、他のフランス人がミラノに望

遠鏡を持ち込んだ。7 月にパドヴァとヴェネ
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チア、そして 8 月には南部のナポリに届いた。 

 当地ナポリの科学者で光学の大家であるジ

ャンバティスタ・デラ・ポルタ（1538-1615）

は、さっそく検分を行い、その構造を簡単に

スケッチした（図 5）。デラ・ポルタは、1589

年に著した『自然魔術』の中で、すでに望遠

鏡の原理を発表していたので、現物を見た途

端その構造を見破った[8]。 

 17 世紀初頭に発明された望遠鏡は正立像

のガリレオ式（オランダ式）で、対物鏡は凸

レンズ、接眼鏡には凹レンズを用いた構造で

ある（図 4）。凹レンズは、16 世紀に入るこ

ろに近視の眼鏡レンズとして実用化になった。 

 

 

図 4 ガリレオ式望遠鏡の構造 

対物鏡（右）は凸レンズ、接眼鏡（左）には凹

レンズを用いて正立像を結ぶ。 

 

 望遠鏡史の第一人者アルベルト・ファン・

ヘルデンは、本稿で解説する“The origins of 

the telescope”の編者で、デラ・ポルタが検

分した望遠鏡の分析を 1977 年の著書や“The 

origins of the telescope”で発表した[9]。 

 図 5 は、右から、a は対物レンズ、b は接

眼レンズと思われるが、ガリレオ式では射出

瞳が接眼レンズより対物側にあるため、目を

接眼レンズにかなり接近しないと像が見えな

い。従って、接眼レンズ b の位置は、接眼筒

c の先端の左端のはずである。注目すべきは

右端の小さな丸で、小径の「対物レンズ絞り」

を描いたものと思われる。このスケッチから、

研磨エラーや収差を軽減する「対物レンズ絞

り」の利用が広まったことが推察できる。 

 望遠鏡のサイズは全長約 35cm、右の筒は

直径約 6cm、倍率は 3～4 倍と伝わっている。

ファン・ヘルデンは、望遠鏡の倍率を 4 倍と

仮定して、全長からレンズの焦点距離を推測

した。焦点距離を対物レンズが 48cm、接眼

レンズをマイナス 12cm とすると、倍率は 4

倍となり、対物と接眼の両レンズの間隔は

36cm で、スケッチの全長に近い。さらにス

ケッチから、「対物レンズ絞り」の直径を 1cm

と仮定すると、対物レンズの F 値は 48 にな

る。 

 ファン・ヘルデンが推測したレンズの焦点

距離を、筆者は現代の眼鏡レンズの度数に換

算した。対物の凸レンズは、プラス 2D（デ

ィオプトリー、焦点距離 50cm）に近く、需

要の多い老眼度数なので当時も盛んに作られ

た。しかし接眼の凹レンズは、約マイナス 8D

（焦点距離マイナス 12.5cm）というかなり

強い近視度数なので、現代でも需要は僅かで

ある。 

 

 
図 5 初期の望遠鏡のスケッチ 

ナポリの科学者デラ・ポルタ画（1609 年 8 月） 

 

4. 望遠鏡発明の科学的検証 

 レンズを 2 枚使って像を拡大する道具は、

現在ではリッペルハイの発明より数十年前に

存在したようだと、研究者の間で認識されて

いる。特許申請の記録が最初というだけで、

リッペルハイが望遠鏡の発明者となっている

ことに、ためらいを持つ専門家もいた。とこ

ろが、21 世紀になり新たな研究が発表された。 

 

4.1 高い技術で発明したリッペルハイ 

（1）中世のレンズと研磨技術の研究 

 2007 年、スイスの光学研究者ロルフ・ヴィ
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ラックは、リッペルハイが望遠鏡の像の歪み

を軽減する「対物レンズ絞り」を開発した可

能性と、優れたレンズ知識と研磨技術により

望遠鏡が実現したという説を発表して注目を

集めた[10]。さらに、“The origins of the 

telescope”にも彼の論文は集録された。 

 ヴィラックは、ヨーロッパの教会などに埋

もれていた中世の眼鏡のレンズを多数発掘し

て光学精度を測定した。さらに研磨方法の歴

史を調査した（図 6）。 

 11 世紀ころ教会で始まったレンズ製作は、

平板の回転砥石で磨く単純な方法だったので、

表面のカーブが大雑把で焦点距離が揃わず、

一対のレンズを使う眼鏡は難しかった。その

ためレンズは拡大鏡に用いられた（図 6 上）。 

 13 世紀末、イタリアでは球形に吹いた熱い

ガラスに、冷たい金属製の筒を押し付けてレ

ンズを抜く技法が始まり、レンズの度数があ

る程度揃って眼鏡が実用化になった（図 6 中）。 

 15 世紀末、ドイツでようやく現代の鉄皿研

磨の起源となる金型が開発された。だが初期

は均一な研磨が出来ず、17 世紀まで完成度は

低かった。ウイラックの調査では中央と周辺

では曲率がずれて、面は乱れていた（図 6 下）。 

 

（2）中世のレンズで試作した望遠鏡 

 さらにヴィラックは、発掘した中から 16

世紀初めの良品の眼鏡凸レンズ（直径約

30mm、焦点距離 249mm、屈折率 1.549）を

対物鏡にした望遠鏡を試作してその像を調べ

た。接眼鏡には現代の凹レンズを用いた倍率

3.3 倍のガリレオ式望遠鏡である。 

 実験の結果、中世のレンズは研磨精度が低

いため、望遠鏡には像が歪んで使えないこと

が分かった。ところが、外径 30mm のレンズ

を有効径 10mm ほどの「絞り」で覆ってレン

ズの中央部だけを使ってみると、像は改善す

ることが判明した。 

 

 

図 6 レンズ研磨技術の発達 

 

 

 

 

11 世紀：初期のレンズ製作は回転砥石で

ガラスを削って成形する単純な技法だっ

た。レンズの製作は主に教会で始まった。 

 

 

13 世紀末：イタリアでは熱した球形の吹

きガラスに冷えた金属パイプでガラスを

抜き取る技法を編み出した。抜き取った

後、簡単な研磨でレンズに仕上げた。 

 

 
15 世紀末：ドイツでガラスを柄に付けて

鉄皿で磨く技術を開発した。初めはレンズ

周辺部が多く削れ、面は荒く球面にならな

かった。 
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（3）リッペルハイの発明の技術的考察 

 ヴィラックが着目したのは、リッペルハイ

が作った望遠鏡と 3 台の双眼鏡がマウリッツ

総督とオランダ政府によって審査され、いず

れも全員が満足した事だった（第 2 章参照）。 

 こうした審査の結果から、リッペルハイの

発明をヴィラックは次のように考察した。 

 17 世紀以前のレンズは、研磨精度が悪く周

辺部の研磨不良もあり、望遠鏡には無理だっ

た。リッペルハイはレンズの原理と周辺の研

磨不良を理解して、像の歪みを軽減するため

に、「対物レンズ絞り」を開発したのだろう。

さらに、豊富な研磨経験により面精度の高い

レンズを作った。これらの技術改良は目立た

ないが、望遠鏡の発明に大きく貢献した。 

 その証しは、望遠鏡の発明の直後に、複雑

な双眼鏡の製作を光学知識と高い技術で難な

くこなした事にある。双眼鏡の製作は、レン

ズの焦点距離と面精度、倍率や見え具合を左

右均等に仕上げ、左右の鏡筒の光軸を合わせ

て、眼幅にも対応せねばならない。 

 一方、次に現れたメチウスの望遠鏡の性能

が劣っていたことからも、リッペルハイの技

術の高さが伺える。オランダ政府の役人は、

先に審査したリッペルハイの望遠鏡を高く評

価した。しかしメチウスの望遠鏡は見え方が

悪かったので、政府の裁定で性能の改善が求

められ、特許申請は却下された（第 3 章参照）。 

 ヴィラックにより、ようやく望遠鏡発明の

科学的検証が行われた。その結果、発明の概

念が変革し、リッペルハイは科学器機として

の望遠鏡の発明に貢献したと位置づけられた。 

 

4.2 ガリレオの望遠鏡と「対物レンズ絞り」 

 1609 年 7 月、ガリレオは初めて望遠鏡作

りに取り組んでいた。それから、数カ月かけ

て 100 枚以上のレンズを研磨した結果、当時

最高精度のレンズ製作技術を習得した。この

年の暮までに、倍率 20 倍の望遠鏡の製作に

成功すると、12 月初頭（推定）に月面を観測

して水彩画に残した。1 ケ月後、ガリレオは、

「対物レンズ絞り」について記述した[11]。 

 ガリレオは、レンズ周辺部の研磨精度が落

ちることを見越していたようで、予め大きめ

のガラス素材を用意し、完成後、「対物レン

ズ絞り」を取り付けた。1610 年 1 月 7 日、

木星の衛星を発見した当日に、「絞り」の効

果を手紙の中で記した。そこには、「対物レ

ンズ絞り」の形状は卵形が良いとあった。ガ

リレオ研究者のステルマン・ドレイクによる

と、ガリレオは若いころ目を病み、眼病の中

には指の間をスリットにして凝視すると、少

しでも見やすくなることがあり、その体験か

ら「絞り」を発想したのかもしれないと推察

した。 

 ところが、フィレンツェのガリレオ博物館

に保存されている 2 台のガリレオ作の望遠鏡

を見ると、ガリレオの記述とは裏腹に、どち

らも「絞り」の形状は円形である。 

 筆者らは世界天文年 2009 日本委員会【ガ

リレオの望遠鏡・精密復元プロジェクト】で、

所蔵館の 2 台の望遠鏡の図面から、「対物レ

ンズ絞り」も正確に復元した（図 7）。 

 

図 7 ガリレオ作 倍率 14 倍望遠鏡レプリカ 

対物レンズ（外径 51mm）を有効径 26mm の「絞

り」で覆っている。 
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 ヴィラックの説では、「対物レンズ絞り」

を開発したのはリッペルハイと思われるが、

「絞り」の効果とレンズの品質を初めて科学

的に実験したのはガリレオだったという。 

 ところで、当時最高のヴェネチア製のガラ

スでさえ、材質は均一でなく気泡等が含まれ

ており、ガリレオの高倍率では像に影響した

ようで、彼は常に良いガラス素材を探し求め

た。前述のガリレオ博物館には、17 世紀にイ

タリアで作られた初期の望遠鏡やそのレンズ

が多数収蔵されている。同館の望遠鏡の図録

を見ると、レンズには気泡や小さな異物が混

入している[12]。その原因は当時のガラスを

生成する炉の燃焼温度が低いため、空気を十

分除去できず気泡や不純物が残留した[13]。 

 

5. リッペルハイ発明の盗作説 

 リッペルハイの発明から 10 年後の 1618 年、

イタリアの科学者ジローラモ・シルトーリは、

光学書『テレスコピウム』を著し、リッペル

ハイは発明のアイデアを盗んだという説を発

表すると、長らく実しやかに伝わった。 

 

5.1 イタリアの科学者が発表した盗作説 

 シルトーリの説は以下のとおりだが、信憑

性に欠けるので、現代では懐疑的である。 

 見知らぬオランダ人が、リッペルハイの店

を訪れた。その男は、まとまった数の凸レン

ズと凹レンズを注文したという。数日後、リ

ッペルハイが注文のレンズを渡すと、男は 2

つのレンズを選び出し、各々を両の手で真っ

直ぐに持って眺めた。男はうっかり発明の原

理を漏らしてしまった。 

 

5.2 発明盗作説の情景 

 事の真偽は別にして、シルトーリの盗作説

の舞台はリッペルハイの店だったので、筆者

は当時の眼鏡職人の店頭の様子を調べた。 

 図 8 は、1568 年にニュールンベルグで出

版された職業図鑑『職業の書』（邦題『西洋

職人づくし』）にある眼鏡職人の版画である。

当時、印刷術の普及で出版物が増加して老眼

鏡の需要が高まり、眼鏡は一大生産地のニュ

ールンベルグをはじめ、ヴェネチア、フィレ

ンツェやパリなど、欧州各地で生産された

[14]。 

 図 8 を見ると、店の大きな窓の前に商品を

並べ、右の店主が作業をしながら接客してい

る。店頭の客は眼鏡で手元を見ている。恐ら

く目に合う老眼鏡を選んでいるのだろう。同

様の眼鏡職人の店頭の光景は、1695 年のヤ

ン・ファン・ライケンの『人間の職業』にも

描かれた[15]。シルトーリの盗作説を知った

人は、眼鏡職人の店を思い浮かべたかもしれ

ない。 

 

 

図 8 中世の眼鏡職人の店頭の様子 

 

5.3 発明者ヤンセンと盗作説の新解釈 

（1）ヤンセンと間違われたリッペルハイ 

 1656 年、新たに望遠鏡の発明者と発表され

たのはザハリアス・ヤンセンだった。発表時

に、シルトーリの盗作説には次の新解釈が与
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えられた。 

 シルトーリ説のオランダ人の客は、実はヤ

ンセンと間違えて、すぐそばに住む同業者リ

ッペルハイを訪ねて、レンズを注文した。 

 男は、出来上がった注文品の中から凸と凹

の一対のレンズを左右の手に取ると、レンズ

を間隔を空けて覗き込んだ。男が去ると、気

の走るリッペルハイは、さっそくレンズの組

合せを再現して、望遠鏡の原理を盗み取った。 

 ヤンセンの発明と盗作説の新解釈を説いた

のは、17 世紀中ごろに望遠鏡の発明者捜しを

行った、ミデルブルフ出身のパリ駐在オラン

ダ大使ウイレム・ボリール卿（1591-1668）

であった。 

 

（2）隣人だったリッペルハイとヤンセン 

 図 9 の絵に、ボリール卿の新解釈の根拠が

隠れていた。この絵は、ミデルブルフの市街

地カポエン通りに建つ新教会の光景を描いた

版画で、教会のすぐ手前にリッペルハイの家

があり右端に見える。絵の左にある三角屋根

の家を、ヤンセンが借りて住んでいた。 

 ヤンセンとリッペルハイの住居が特定され

たのは、ボリール卿の発表から 1 世紀半後の

1816 年だった。ゼーランド州評議会議長がヤ

ンセンの発明記念碑の建立を計画したときに、

ヤンセンの記録を調査したミデルブルフ抵当

登記所の所長が見つけ出した。 

 ヤンセンとその発明説については第 4 章で

詳しく解説する。 

 

 

図 9 リッペルハイの家が、教会の手前の右

端に見える。絵の左にある三角屋根の家に

は、ヤンセンが住んでいた。 
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